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職業奉仕（Vocational Service）はロータリーの根幹的な目的と言われています。ロ
ータリーのロータリーたる所以は職業奉仕の実践にあるとさえ言われています。と
ころが、残念なことに、職業奉仕はわかりにくいと多くのロータリーアンは言いま
す。では、何故わかりにくいのか？
１つは、「職業」と「奉仕」が一つの言葉となっているため理解し難くなっていると思います。つまり、「職業」
とはお金を儲ける手段であり、自分の為にすることです。他方、「奉仕」というのは、世の為、人の為にすること
で、自分以外の人の為に何かをすることであります。「自分の為の職業」と「他人の為の奉仕」は、エネルギーの
方向が逆です。従って、職業というものは奉仕にはならないと考えられています。実は、ロータリークラブ以外の
奉仕クラブであるライオンズクラブ、キワニス、コスモポリタンなどは、職業と奉仕とは全く別の世界に存在する
もので、奉仕をしようと思えば、職業以外の方法、例えば、職業によって儲けたお金の一部を社会に寄付するとか、
余った時間、労力でボランティア活動したりすることを奉仕と考え、職業そのものを奉仕とは考えていないのです。
我々のロータリーとは、そこが、大いに違うのであります。
ロータリーは職業を営む心、即ちお金を儲ける心と、世の為、人の為に奉仕する心とが、同じ一つの心と考えてい
るのです。一つの心を以て職業を営み、そして奉仕する。世の為、人の為に奉仕する心を以て倫理的に職業を営み
なさいとロータリーは言っているのです。ここが、他の団体、クラブと根本的に異なっており、「職業奉仕」とい
う言葉が、唯一、ロータリーだけの専門用語となっているため、一般の人には解りにくくなっていると思います。
然し、ロータリーアンである以上「職業奉仕」について、どうしても理解しておかなければなりません。でも、職
業奉仕について、どこにそんなことが書いてあるのか疑問を持たれたのではないでしょうか？

むつかしくない職業奉仕

ロータリーはロータリー以外の団体と違って職業と奉仕の心は同じ一つの心である。世の為、人の為にする心を以
て倫理的に職業を営みなさいと言っていると述べました。そのことは、定款の４条、綱領に書いてあります。一言
でいうと「ロータリーは企業の根底に奉仕をおくべしとする思想を追及、提唱することを目的とするクラブ活動で
あると言っております。その為にロータリークラブは、職業分類という独特な制度によって職業分類委員会が職業
分類表をつくり、分類された職域を一つでも多く充填し、より多くの職域のサービスが出来るように構成されてい
るのと表裏一体の関係にあるのです。このような組織を持つ団体は他にありません。ところで、企業の根底に奉仕
を置くと企業の目的は利潤、利益の追及にありますので儲けを否定することになりはしないか？実は、初期のロー
タリーの指導的な人の奉仕（サービス）という一般的な考えは、Service not Self (自己犠牲の奉仕、自己滅却の奉
仕)という中世のキリスト教の影響を強く受けた考え方でした。しかし、ポール・ハリスやフレデリック・シェル
ドン等は「ロータリーは宗教ではない。自己を犠牲にしてまで、会社が倒産してまで奉仕（サービス）に徹しなさ
いというのは、宗教の世界のことである。我々は実業倫理の世界に入らなくてはならない。そのためには自己を否
定するのではなく、自己の存在を前提として Service above Self (超我の奉仕、サービス第一、自己第二)でなけれ
ばならない」と考え、1910年頃からこのような考えが広まり主流を占めるようになりました。そしてロータリー
は、企業の根底に儲けがあることを認めた上で、その儲けとは一体何かということを考える訳です。ここが大変肝
心なところであります。人間はみな自己のために利益を得ようとする欲望と、一方では他人の為に尽くさなければ
ならないという義務感があって、両者が心の中で常に葛藤を繰り返しています。この争い、つまり「利己と利他の
調和」をさせようという人生哲学がロータリーなのです。ロータリー運動が職業人の倫理向上運動といわれる由縁
であり、職業奉仕において高度な倫理が求められる訳であります。

職業奉仕が難しいと言われる訳
ＲＩ第2550地区  2023-2024年度　ガバナー　 三井福次郎（佐野RC）

02　Governor,s message　ガバナーメッセージ
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  2024年 4月 25日 

 
 

 
青少年奉仕月間 リソースのご案内 

（Youth Service Month） 

 

< RIページ >＊タイトルにリンクが設定されていますのでクリックしてリンク先ご参照下さい。 

 

➢➢ 青少年プログラム 

 ロータリーは、次世代のリーダーを育てることの大切さを信じています。私たちのプログラムは、教育の機会を広げ、若い
世代のリーダーがリーダーシップのスキルを身につけ、奉仕の価値観を学べるよう応援します。 

 
➢➢ インターアクトクラブ 

インターアクトクラブでは、12～18歳の中学・高校生が、地元でのボランティア活動や海外のインターアクト会員（通称「イ

ンターアクター」）との交流を通じて視野を広げ、国際感覚を養っています。 

 
➢➢ ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA） 

RYLAのイベントは、14〜30歳までを対象として、地元ロータリークラブや地区によって開催されます。地元のニーズに

応じて、1日のセミナーから数日間の合宿まで、さまざまな形式が取られます。 

 
➢➢ ロータリー青少年交換 

世界 100カ国以上で実施されているロータリー青少年交換は、ロータリークラブによる支援の下、15～19歳の学生が

海外に滞在し、言語や文化を学びながら、海外に友人をつくり、世界市民としての自覚を養うことのできるプログラムで

す。 

 
➢➢ 新世代交換 

新世代交換は、30歳までの大学生と社会人を対象とした短期の交換プログラムです。人道的な奉仕活動を通じて参加

者のキャリア目標を応援できるよう、カスタマイズされた内容の交換が行われます。 

 
➢➢ 青少年の保護 

ロータリーは、差別や身体的、精神的、性的な虐待のない、青少年にとって安全かつ前向きな環境を育むことに努めてい

ます。 

 
< ラーニングセンター >  

本月間に関連するコースもございますので、詳細はラーニングセンターコース一覧をご確認ください。 

 
 
 

  

03　青少年奉仕月間に因んで

https://www.rotary.org/ja/our-programs/youth-programs
https://www.rotary.org/ja/get-involved/interact-clubs
https://www.rotary.org/ja/our-programs/rotary-youth-leadership-awards
https://www.rotary.org/ja/our-programs/youth-exchanges
https://www.rotary.org/ja/our-programs/new-generations-service-exchange
https://my.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/youth-protection
https://my-cms.rotary.org/ja/document/learning-center-course-catalog
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  2024年 4月 25日 

 
 

 
 

< 各種資料 > 印刷物の販売、取り扱いは終了となっておりますので、電子ファイルをご活用ください。 

インターアクト提唱ロータリークラブとアドバイザー向けのガイド 

インターアクトクラブは月に 2回、例会を開き、地元のロータリークラブがスポンサー（提唱クラブ）として支援します。毎

年 2回の活動（学校や地域社会のための活動と国際理解をめざす活動）を実施します。提唱ロータリークラブの会員は、

インターアクターが活動を行い、リーダーとしての力を身につけられるよう指導します。 

 
RYLAの手引き 

この手引きは、ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）を実施するクラブリーダーと地区リーダーを主な対象と

しています。安全かつ有意義で楽しい RYLAプログラムを立案するためにどのように支援できるかを、ステップごとに説

明しています。 

 

青少年交換要覧 

この手引きは、主にロータリーの青少年交換プログラムに参加する地区レベルのリーダーの参照用です。また、地区の青

少年交換プログラムに参加するクラブのリーダーにも参考となります。 

 
各種推進用カードはカスタマイズしてご利用いただけます。 

・インターアクトクラブの推進用カードのテンプレート   

・ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）の推進用カードのテンプレート 

・ロータリー青少年交換の推進用カードのテンプレート（長期交換用） 

・ロータリー青少年交換の推進用カードのテンプレート（短期交換用） 

・新世代交換の推進用カードのテンプレート 
 

< ウェブ特集記事 > 

➢➢ インターアクターが募金活動で大活躍 

1962年に創設されたロータリーのプログラム「インターアクト」は、12～18歳の学生がリーダーシップスキルを学び、地

元でボランティア活動する場となっています。中高生とはいえ、インターアクターたちの活動力には目を見張るものがあり

ます。 

（202３年７月、ニュース・記事特集より） 

 

➢➢ Re-CONNECT：ロータリーファミリーホームカミングデイ 

ロータリーには新世代育成のためのプログラムや奨学金制度があり、それぞれの事業を通じて学び、ロータリーの理念を

深めた多くの学友が毎年誕生しています。これらの学友が、プログラムの枠や年代を超えて横につながり、同時にロータリ

ー会員との絆を育み、維持していくことを目的として、国際ロータリー第 2750地区ではロータリーファミリー支援委員会

が活動を行っています。 

（2023年 7月、ロータリーボイスより） 

 

https://my.rotary.org/ja/document/interact-guide-rotary-club-sponsors-and-advisers
https://my.rotary.org/ja/document/ryla-handbook
https://my.rotary.org/ja/document/youth-exchange-handbook
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178177&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178524&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178597&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178620&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178293&lang=JA
https://www.rotary.org/ja/when-it-comes-fundraising-interactors-are-crushing-it
https://rotaryblogja.org/2023/07/27/re-connect：ロータリーファミリーホームカミングデイ/#more-10168
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  2024年 4月 25日 

 
 

 
➢➢ フォーエバー・ヤング 

ティーネージャーたちのプログラムが 60歳になりました。 リーダーシップ育成と奉仕を実践してきたロータリーのプログ

ラム、「インターアクト」の活動を振り返り、さらなる発展の機会を探りましょう。 

（202３年 6月、ニュース・記事特集より） 

 

➢➢ 世界中で活躍する「世界を変える行動人」 

2022年インターアクト賞に向けて、300以上のインターアクトクラブが自分たちの成果を紹介するビデオ、写真、エッセ

イを提出しました。コンテストの参加クラブの中から一部のクラブをご紹介しています。 

（202３年５月、ニュース・記事特集より） 

 

➢➢ 多様性・公平さ・インクルージョンを推進するヤングリーダーたち 

世界では 50万人近いインターアクターが学校や地域社会で奉仕プロジェクトを行い、「超我の奉仕」を実践しています。

このようなインターアクターの貢献を称えるため、ロータリーでは毎年、インターアクトクラブのプロジェクトをとらえた写

真、ビデオ、エッセイ（小論文）による「インターアクト賞」を実施しています。「最優秀ビデオ」「最優秀写真」「最優秀エッセ

イ」の各部門の入賞クラブには、今後のプロジェクトに充てるための賞金が授与されます。 

（2023年 4月、ロータリーボイスより） 

 
➢➢ 日米合同プロジェクトで米国高校生に平和教育 

10月 22日、南カリフォルニアの Palos Verdes Peninsula 高校で開催された「ロータリー模擬国連会議（ROTARY 

MODEL UN Peace Conference）」 に参加してきました。これは、ロス在住の中曽根牧子ガバナーエレクトの協力で

実現した高校生対象のプログラム「南カリフォルニアにおける青少年に対する平和教育活動」の一環であり、ロータリー財

団のグローバル補助金を活用しています。 

（2023年 2月、ロータリーボイスより） 

 
➢➢ 理数系分野のジェンダーギャップ解消をめざす 

近年、理数系分野におけるジェンダーギャップが世界中の課題となっています。その中でも日本は、2021年ジェンダー平

等指数が 156カ国中 120位であり、特に、大学の理数系分野における女性の割合は OECD加盟国では最下位という

データも発表されています。日本ではいまだに「理系＝男性」という固定概念が強く、保護者や教員、教材が女子生徒を理

数系選択から引き離しているとも言われています。 

（2022年 7月、ロータリーボイスより） 

 
➢➢ 奉仕を通じた学び 

困っている人たちがほかにどのくらいいただろうか。そう考えるうち、駅への道すがら素通りしたほかの人たちも助けたい

という猛烈な気持ちが沸いてきた。自分が行動を起こさなければならないことは明らかだった。今年、学校のリーダーたち

からインターアクト会長の任を受けた私にとって、今こそ、仲間と共に奉仕の熱意を持ちつづけ、ロータリーの使命を推進し

ながら人びとの生活を温かくすることのできる機会だった。 

（2022年 5月、ロータリーボイスより） 

  

https://www.rotary.org/ja/forever-young
https://www.rotary.org/ja/rotary-projects-around-globe-may-2023
https://rotaryblogja.org/2023/04/26/多様性・公平さ・インクルージョンを推進するヤ/
https://rotaryblogja.org/2023/02/10/日米合同プロジェクトで米国高校生に平和教育/
https://rotaryblogja.org/2022/07/18/理数系分野のジェンダーギャップ解消をめざす/
https://rotaryblogja.org/2022/05/23/奉仕を通じた学び/#more-8786
https://rotaryblogja.org/2021/11/22/学友、アメリカでガバナーになる/
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  2024年 4月 25日 

 
 

 
➢➢ 青少年交換学生が考える平和 

ロータリー青少年交換の学友 6名の方々に「1. あなたにとって平和とは？」「2. その実現に必要なものは？」の２点につ

いてお話を伺いました。 

（2022年 4月、ロータリーボイスより） 

 
➢➢ 特攻隊の体験を生々しく伝える 「自分の命を大切に」 

第 2650地区では、平和学習をテーマに、インターアクターが学校の授業では知ることのできない命の尊さについて学

び、見て感じ、自分の心で考えるための夏期研修（3泊 4日の鹿児島訪問）を予定していました。しかし、 新型コロナウ

イルスの感染状況によりこれを中止するという苦渋の決断が下され、楽しみにしていたインターアクターたちのがっかりす

る姿が思い浮かばれて身を切る思いでした。 

（2022年 2月、ロータリーボイスより） 

 
■ Rotary ニュース・特集記事ページは≫こちら 

■ Rotary Voiceページ（日本語）は≫こちら 

 
< 映像資料 > 

➢➢ 奉仕学習：青少年奉仕への新たなアプローチ  

ロータリーの青少年奉仕のアプローチ、「奉仕学習」で地域の若者を育成できます。これらのリソースを使い、

rotary.org/learnで奉仕学習をはじめましょう。 [日本語、1分] 

 
➢➢ バーチャル青少年交換の推進  

ロータリーでは、バーチャル形式での青少年交換を推進しています。このビデオは、新たなつながり、プロジェクト計画、文

化交換のためのオンラインでの機会を模索する上でボランティアや参加者に、ほかのリソースと一緒にご利用いただけま

す。[日本語字幕、１分 23秒] 

 

➢➢ 青少年交換のプロモーション動画 

ロータリー青少年交換は文化をつなぎ、社会貢献への意欲を引き出し、生涯続く友情を築きます。[日本語、１分 15秒] 

 
➢➢ ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）推進用動画（字幕つき） 

ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）は、ロータリークラブと地区が企画する集中リーダーシップ研修で、若者

たちが楽しみながら友だちをつくり、スキルを身につけられる機会です。[日本語字幕、2分] 

 
■ Rotary YouTubeページは≫こちら   ■利用規約は≫ こちら 

 

 

 

国際ロータリー日本事務局 業務推進室 

108-0073 東京都港区三田 1丁目 4-28 三田国際ビル 24Ｆ  

Tel: 03-5439-5802 /Fax: 03-5439-0405 /Email:rijpnpi@rotary.org 

https://rotaryblogja.org/2022/04/05/青少年交換学生が考える平和/
https://rotaryblogja.org/2022/02/07/特攻隊の体験を生々しく伝える-「自分の命を大切/
https://www.rotary.org/ja/news-features
https://rotaryblogja.wordpress.com/
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=119007592&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=125124713&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=135400270&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=152544032&lang=JA
https://www.youtube.com/user/RotaryInternational
https://my.rotary.org/ja/rotary-international-website-terms-use
mailto:rijpnpi@rotary.org
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　２月18日に青少年交換委員会第３回オリエンテーション
が宇都宮市の護国会館（護国神社内）にて、地区役員、派
遣内定学生と保護者、インバウンド学生、青少年交換委員
会、ROTEXが参加し開催されました。当初の年間計画では、
「日本文化体験オリエンテーション」を予定しておりまし
たが、午後に地区チーム研修セミナーが開催されることか
ら、予定のプログラムを変更し午前中のみで行われました。
   初めに、中野青少年奉仕副委員長、川嶋カウンセラ
ー、井川青少年交換委員長から挨拶があり、その後すぐに
ROTEXが中心となり派遣内定学生およびインバウンド学
生によるプレゼンテーションが行われました。今回の課題
は、派遣内定学生にはブラッシュアップのための英語によ
る「自己紹介のプレゼンテーション」、インバウンド学生には日本語による「日本のお正月を経験しての感想」で
した。 今回のプレゼンテーションを聞いた皆さんの感想は、一様にインバウンド学生の日本語が非常に上達して
おりイントネーションやその流暢さに驚かされたことでした。派遣予定学生の皆さんの内容も、前回のROTEXや
参加者からのアドバイスや感想等により、さらに良いものに仕上がって来ていました。
　引き続きインバウンド学生へはROTEXによる日本語テストが実施されました。それと同時進行で、青少年交換
委員より派遣学生とその保護者の皆さまへ査証取得のための説明がなされ、航空券の取得等については、ご協力を
頂いているトチギ旅行開発さんからアドバイスを頂きました。学生と保護者の方々には書類の作成には迅速に対応
して頂けるように協力を求めました。例年遅れがちな書類作成も、青少年交換委員会で毎月集まりながら提出され

2月
(日)
日18

青少年交換第３回オリエンテーション報告
青少年交換委員会  委員長　井川　克彦（佐野RC）

04　実施行事報告
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た書類を詳細にチェックしての仕上げ作業を行なっております。相手国とのやり取りがスムーズかつスピーディー
に行われるために委員一同奮闘しております。引き続き、青少年交換プログラムへの更なるご理解とご協力をお願
い致します。
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　2024年２月25日(日)宇都宮市ホテルニューイタヤに於きま
して、2023学年度、奨学期間修了者の修了式を開催しました。
例年ですと、新型コロナウイルス感染症の影響で、修了生と世
話クラブカウンセラーの方のみでしたが、ホテル側と協議しま
して大きな広い会場で、そして席の間隔も広く取って感染対策
に十分配慮して開催しました。
　数年前までの終了式を思い出しますと修了式の後、修了生、
世話クラブカウンセラー、並びにサブ世話クラブ代表、大学の
指導教官、そして学友の皆に参加していただき軽飲食をしなが
らの歓送会を開催しておりました事を懐かしく思うところです。
　本年は、新型コロナウイルス感染症の影響も少し緩和された
かなという状況下で、修了生と世話クラブカウンセラー、サブ
世話クラブ、指導教官、学友と、そしてZoom参加の形でも開
催する事が出来ましたこと喜ばしい限りです。
　修了式では、式次第に沿って会場風景を撮影するカメラ担当、
パソコン担当を配置し委員会全員で、そしてホテル側も密にな
らぬように配慮しての開催になる中で、三井福次郎ガバナー、
栃木秀麿米山奨学会理事及びカウンセラー、佐藤金司第２グル
ープガバナー補佐　上野裕之第３グループＢガバナー補佐各位
様をお招きし、修了生14名とカウンセラーの方が出席しまし
た。その中で、以下の２人は結婚式等で帰国しましたので現地
よりZoom

にて参加しオンラインでの中継となり文明の利器を感じました。
　ホサイン　アリ（足利大学・足利RC）、謝　小儒（足利大
学・栃木RC）修了生に修了証、カウンセラーに感謝状が、ガ
バナーより贈呈され、それぞれ卒業に向けてのあいさつをいた
だきました。
　またZoom参加していただいた指導教官やサブ世話クラブ、
そして学友からも、心のこもった、「はなむけ」のお言葉をい
ただき感動の中、終了できたと思います。　　
　４年前よりコロナ禍により、例会中止など様々な活動が制限
されての奨学生生活でしたが、卒業してからが米山学友として
の本来の活動であり、末永くクラブ、カウンセラーとつながり
続け、世界平和に寄与してもらいたいとお願いしました。
　感染を避けて、このような形の開催になりましたが、来年は、
今年以上に賑やかに開催ができることを望みます。
一年あるいは二年間の短い期間でしたが、修了生は地区の皆様
の温かいご支援ご鞭撻に感謝して、それぞれの道へ卒業してい
きました。
　今後とも米山記念奨学会に対し、熱いご支援をお願いしご報
告とさせていただきます。

2月
(日)
日252023学年度 奨学期間修了者修了式

ロータリー米山記念奨学会 委員長　田島　良久（馬頭小川RC）
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　2024年２月17日(土)　小山東RCをホストクラブとして、
第５グループのインターシティミーティングが、小山グラ
ンドホテルにて、各クラブ会員総勢106名の参加にて開催さ
れました。ご来賓には、三井福次郎ガバナー、浅野正富小
山市長、鈴木幸男地区幹事、茂木弘司地区会計長、第４グ
ループ若菜秀夫ガバナー補佐、並びに友好クラブ下野上三
川RCの方々のご参加を頂き、盛大に開催出来ました。
・第一部式典　PM４：00～４：40
　ホストクラブ前田会長の歓迎の挨拶、ガバナー補佐の挨
拶にて始まり、三井ガバナー、浅野市長のご来賓のお二方
にご挨拶を頂き、引き続き第５グループの共同事業として、

良好な環境の整備、維持、保全を目的とする『小山市のグランドワーク基金』に目録贈呈を行いました。また、本
年度新入会員に対し三井ガバナーよりバッジの授与を頂きました。地区補助金を受けました留学生山中梨功君の紹
介、最後に次年度ガバナー補佐手束公一氏（小山北RC）並びに次年度インターシティミーティングのホストクラ
ブ会長板橋 智氏をご紹介し、一部式典を終了しました。
・第二部記念講演　PM４：50～５：50
　小山市長浅野正富氏による記念講演　演題『田園環境都市おやま』
　先人たちの連綿と続けられた営みによって形成されてきた田園環境都市として魅力あふれる小山を、将来世代に
確実に繋ぎ持続可能な誇れる「田園環境都市おやま」を目指すまちづくりについての講演でした。

2月
(土)
日17

第5グループIMの報告
2023～24年度  第5グループ  ガバナー補佐　大橋　俊雄（小山東RC）
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・第三部　懇親会　PM６：00～８：00
　懇親会の始まりです。まず栃木県条例『とちぎの地元の
酒で乾杯を推進する条例』に基づき、小山の地酒にての乾
杯です。小山南ＲＣ会員の西堀和男氏のご子息、西堀酒造
（株)　六代目蔵元西堀哲也氏に『お酒のお話』をしていた
だき、地酒にての乾杯になりました。
　アトラクションとして、奇術師の冨沢幽玄氏の奇術の披
露が有り、参加者全員和気あいあいのうちに２時間の懇親
会はあっという間に過ぎ、最後に『手に手つないで』にて
お開きの時間となりました。私としては名残惜しくもあり、
ほっとした瞬間でもありました。とても有意義な楽しいイ
ンターシティミーティングが出来たのではないかと思っております。
　最後に、ご来賓の皆様、参加者の皆様そして実行委員の皆様、ご協力心より感謝申し上げます。
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　３月２日（土）ニューミヤコホテル足利本館において、
第８グループのインターシティミーティングを開催致しま
した。
　グループ内の各ロータリークラブの交流、親睦を深め地
域のためにより一層奉仕の機会を高めようとする研修であ
ります。
　質の高い貢献ができるようそれぞれの地域がかかえる問
題点を共有できる大切な会合です。
　１部では、各クラブから奉仕活動の報告を頂きました。
足利ロータリー・柳川英一会長は社会奉仕活動、青少年奉
仕活動、職業奉仕活動への協力を報告されました。
　足利東ロータリークラブ・板橋信行会長からは、親睦活

動・ローターアクトのサポート等の報告を頂きました。
　足利西ロータリークラブ・大塚真司会長からは、青少年奉仕活動の一環としてバドミントン大会、マイチャレン
ジへの協力等の報告を頂きました。
　足利わたらせロータリークラブ・栗原茂夫会長からは、地区補助金を利用して、泗水学園の園児を「那須どうぶ
つ王国」へ招待。１年交換学生の受け入れなど、社会奉仕、青少年奉仕が活発になっていると報告されました。
２部では記念講演。
　厚生労働省社会・援護局、障害保険福祉部長「辺見聡」氏を迎えて、『地域共生社会の実現について～障碍者福

3月
(土)
日2

第８グループIMの報告
第８グループ  ガバナー補佐　小林　芳久（足利わたらせRC）
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祉の視点から～』と題して、講和を頂きました。
　３部では足利４ＲＣの親睦を深める懇親会でした。
　「ノスタルジクス」の演奏。各クラブから代表の方に生
演奏で歌を披露していただき、各クラブ応援合戦になり、
大盛況で終わりました。
　各クラブの会長様、講和を頂いた辺見様、アトラクショ
ンに参加して下さった方、そして実行委員会の皆様、協力
をしていただいた方々に感謝致します。
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　令和６年３月９日（土）に国際ロータリークラブ第2550地区第９グ
ループインターシティミーティングをサンルート佐野に於いて開催致
しました。
　第９グループ佐野、葛生、佐野東、田沼４クラブ会員及びさくらイ
ンターアクトクラブの会員３名の出席を含め111名のご参加をいただき
ました。
　ご来賓には三井福次郎ガバナー、中谷研一パストガバナー、栃木秀
磨パストガバナー、小林第８
グループガバナー補佐、金子
裕佐野市長のご臨席をいただ
きＩＭを盛り上げて頂きまし
た。

　内容に関しましては、１部本会議４クラブ会長よりクラブ活動報告を
行ないました。
　２部では記念講演会、公益法人米山梅吉記念館、副理事長多田幸雄氏、
学芸員市川真理氏をお迎えし、演題「来たれ、米山梅吉記念館へ、あな
たと共に米山梅吉」と題し、講演いただきました。多田氏は東京クラブ
会員であり、ロータリー財団奨学生としてアメリカに留学し、奨学生の
意義や国際奉仕の必要性を熱心に語っていただき、会員の皆様には是非

3月
(土)
日9

第９グループ　IM報告書
第９グループ  ガバナー補佐　亀田　清（田沼RC）
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米山梅吉記念館に足を運んでくださいと熱心に語っていただきました。
　３部では、コロナ禍の中で酒席を交え本格的な懇親会は４年ぶりでしたので、地元の原正夫JAZZ LIVEピアノ
コンサートを聴きながら、９グループの会員のみなさまの友情と親睦をもって開催出来ました事に感謝申し上げま
す。
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　去る３月10日 日曜日に日光鬼怒川ホテル三日月にて第７
グループのインターシティミーティング（以後IM）を行い
ました。
　今回のIMにおきましては計画の時点で通常のIMにしたい
という思いが実行委員の中にありましたので懇親会も通常
どおり行うということになりました。そのような中で各ク
ラブの発表は良いとして、さて基調講演をどうするかとい
ういつもの課題が出てきます。ここ日光市の今市にちなん
だ講演者を招きたいが誰にすれば良いか悩みました。今年
度の今市ロータリークラブでは二宮尊徳翁についての中学
生への事業を展開しておりましたので、二宮尊徳翁の７代
目子孫である中桐万里子氏を講師としてお呼びすることに
なりました。

　当日は他事業のあるクラブもございましたが、来賓として日光市長粉川昭一様をお招きし、沢山のロータリアン
に参加いただきました。各クラブの事業報告では奉仕活動や野球、地区補助金事業などの活発なロータリー活動が
発表され、コロナ禍は終息したことが実感されました。
　基調講演では二宮尊徳（たかのり）の考え方や銅像の意味などを、詳しくわかりやすくお話いただきました。
懇親会では美味しい料理に舌鼓をうちながら会員相互の親睦と中桐氏を囲んで様々なお話をさせていただきました。

3月
(日)
日10

第７グループIM報告
第７グループ ガバナー補佐　沼尾　貴文（今市RC）
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余興としてマジシャン３人によるマジックショーを堪能し
ていただきました。そして、最後に「手に手つないで」を
参加者全員で唱和し締めとなりました。

　最後になりますが、４月になりまして三井ガバナー年度
もゴールが見えてきました。まだ終わったわけではないの
ですが、若輩のガバナー補佐を支えていただいた今市ロー
タリークラブのメンバー。第７グループの各クラブの会長、
幹事様、メンバー様、そして温かく見守っていただきまし
た三井ガバナーに感謝を申し上げIMの報告とさせていただ
きます。
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　本年度の３月26日（火）～３月29日（金）に海外研修事業として台湾の台北・台南方面に訪問いたしました。
まずは県内の各10高中の生徒26名、及び引率顧問９名また地区関係５名、総勢40名にて早朝より専用バスにて成
田空港へ。
　現地到着後、空港にて第3523地区のロータリアンの方々にお出迎えのもと入国。

　その後、バスにて九份に行き観光・昼食を取りその日の夜は、第3523地区龍華ロータリークラブの方々やイン
ターアクトの学生に手厚い歓迎をいただき会食をしました。挨拶のあとインターアクトの学生も含め、緊張しなが
らも　^_^;　勉強してきた中国語も併用しながら自己紹介・名刺交換など行いました。食事後は士林夜市に観光に
行き一日目の行程を終えました。

　２日目、午前中に忠烈祠・故宮博物館を見学し　その後台湾高鐵にて台南へ移動。
台南駅到着後、現在交換留学中（心強い先輩の!(^^)!）の早乙女さん・仲田さんと合流しバスにて赤嵌楼を見学し
ました。
　夕刻、日本でもお馴染みレストランの市内のある「しゃぶ葉台南店」にて夕食。ここでもウエルカムなどの飾り
物などの歓迎に驚き！！。そこで思ったことは歓迎事業の際、我々はここまでの歓迎が出来ていただろうか？と考
えさせられました。
　夕食後は、ホテルへ戻り明日の交流・合同パーティーの準備をし２日目の行程を終えました。

3月
(火)
日26 ～

3月
(金)
日29

インターアクトクラブ　台湾研修報告書
2023－2024年度  第2550地区  インターアクト委員会委員　平塚　健二（足利東RC）
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　３日目、午前中は滋幼工商学校にて交流会。到着後現地の学生によるダンスや楽器による演奏を鑑賞し、その後
二班に分かれてタンブラー制作とお菓子作りを体験しました。その後校内にて昼食をとりながら、言語やジェスチ
ャーなどで意思疎通をとり、またプレゼント交換などを行い交流を深める事が出来ました。盛大なお見送りをして
もらいお別れをし、続いて午後に育徳工科学校を訪問しました。屋外にて６班に分かれて各ゲームを行い、現地生
徒と交流を深めました。こちらでは先生やロータリアンも混ざりゲームを行い学生たちも盛り上がり緊張も解け楽
しい交流会になりました。
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　特に滋幼工商高校では先月の歓迎事業で知り合った子たちを見つけて積極的にコミュニケーションをとっている
様子など印象的な場面がありました。名残を惜しむも学校を出て、ホテルに戻り18：00から合同パーティーを行
いました。会場には本日訪問した２校と協同・南科実験中学の生徒も加わり盛大に行われました。　　　　　　　
　パーティーでは各々挨拶が終ったあと、日本・台湾の各校の企画した物を披露し、各国の伝統的な遊びや文化な
ど、言葉の壁を越えて有意義な交流になったと思います。
　また、学生の間でよく話題にあがったのはK-POPアイドルや日本アニメなど互いの言語の事！国際交流を行う前
に確認することで、共通の話題になり会話もスムーズになるとの声。勉強になりました。
　パーティー終了後、台湾の学生も数名同行し30分と短い時間でしたが花園夜市に行きました。

　最終日の４日目、チェックアウトをしバスにて移動し、圧巻の景色の安平樹屋を見学し桃園空港へ。そこでお出
迎えと同様に第3523地区のロータリアンの方にお見送りをしていただき、日本へ帰国の途につく。空港にて解団
式を行い解散しました。この研修にて歴史的な背景、文化面、日本と台湾の関係性など少しは感じ取ってもらえた
のでないだろうか。またこの経験を仲間や後輩に継承してもらい今後の生活や活動に活かしてもらえればと思いま
す。最後に今回の研修を無事に修了出来ました事、全ての関係者の方々に心から感謝申し上げます。　謝謝
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　2024年４月14日（日）ライトキューブ宇都宮において、2024－25年度
ロータリー指導者のための地区研修・協議会が開催されました。
　地区研修・協議会とは，各クラブのリーダーが次年度に向けた準備をす
るための研修協議会です。ガバナーエレクトがRI会長方針・地区目標・次
年度方針を伝え、情報を共有し、次年度のクラブ運営計画を作成するため
に次年度・会長幹事をはじめとする各クラブのリーダーが研修する大変重
要な会議になります。各クラブの会員の皆様には、研修・協議会に参加さ
れたリーダーの方々よりフィードバックがなされます。

　開会に先立ちまして、去る３月31日81歳にてご逝去なされましたパストガバナー佐野正行様を偲び、哀悼の意
を表し、全員で黙祷を捧げました。謹んでご冥福をお祈りいたします。

【ＲＩテーマ・地区目標】
　2024-25年度　ステファニーA.アーチックRI会長（マクマリーRC　米国ペンシルバニア州）テーマは『ロータ
リーのマジック』です。奉仕プロジェクトを終える度、寄付する度、新会員を迎える度に、ロータリアンはマジッ
ク（魔法）を生み出すのです。テーマの色のオレンジは変化を表し、スカイブルーはコミュニケーションの意欲を
あらわしています。これらの色の組み合わせは自分自身を変え、世界を変えながら共に前進したいという熱い思い
を表しています。
ロータリーのビジョン声明　
行動計画　私たちは世界で、地域社会で、そして自分自身の中で持続可能な
良い変化を生むために人々が手を取り合って行動する世界を目指しています。
優先事項
１，より大きなインパクトをもたらす
２，参加者の基盤を広げる
３，参加者の積極的な関りを促す
４，適応力を高める

4月
(日)
日14

2024－25年度地区研修・協議会開催報告
地区幹事　金子　昭彦（鹿沼RC）
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これを受けて市田　登ガバナーエレクトの地区目標・次年度方針は「ロータリーを楽しもう」です。
コロナ禍ということでここ数年活動が制限をされたこともありました。これを機にこれまでのロータリーの活動を
もう一度見直し今後の活動方針を立てて、継続する活動とまた新たな活動を通して地域貢献に寄与し、何よりもロ
ータリアン自身がロータリー活動を楽しみ、超我の理想を現実にする組織、活動でなければなりません。
今年度はみんなでロータリーを楽しみ仲間を増やしましょう。
１，会員増強

第2550地区においても会員減少は切実な問題であり、クラブの存続さえも危惧されます。
①会員増強の取り組み　②退会防止　純増２名を目標として取り組んでいただきたい。

２，ポリオ撲滅活動の推進　
あと少しでポリオ撲滅が可能となりました。ここからが正念場です。世界の子供たちに誓った約束を守りまし
ょう。

３，地区グループでの共同活動
ポリオ撲滅運動が地区で行われるようになり十分な成果が得られることが証明されました。特にロータリアン
共通認識の活動は、地区あるいは複数のクラブで活動することを推奨します。

以上３つを重点に他に地区目標として
４，ロータリー財団の有効な活用
５，米山記念奨学生の支援
６，DX化への対応
７，ロータリーの友の活用

第2550地区の会員の皆様方におかれましては、ＲＩの方針、地区の方針に対し、ご理解とご協力をお願いい
たします。

「Enjoy Rotary」に満ちたロータリークラブを育む!　太城敏之ラーニングファシリテーター
１．地区研修・協議会の目的
２．2024-25年度RIテーマ【ロータリーのマジック】
３．「Enjoy Rotary」の為の例会運営
４．会員増強

報告及び、2023－2024年度一年交換受入学生スピーチ・2024－2025年度一年交換派遣学生スピーチ
金子昭彦 地区幹事、及び、黒本敏夫 次期地区会計長から、報告がなされた後、2023－2024年度一年交換受入学
生、2024－2025年度一年交換派遣学生の皆様のスピーチを拝聴しました。

部門別分科会
会長・幹事・ガバナー補佐部門、職業奉仕部門、クラブ奉仕部門、青少年奉仕部門、社会奉仕部門、
国際奉仕部門、ロータリー米山記念奨学会部門とローターアクト委員会に分かれ分科会が行われました。

分科会終了後、質疑応答・総評がなされ、地区旗の引継ぎが行われ、点鐘にて閉会となりました。
今回の地区研修・協議会はコロナ前に戻した従来のプログラムとなりました。
ようやく今まで通りの地区研修・協議会を開催できましたことを大変うれしく思います。事前準備はもちろん当日
の会場設営も慌ただしく不備な点も多々あったかと思いますが、三井福次郎ガバナーをはじめ太城敏之ラーニング
ファシリテーター、地区役員の皆様、地区委員長、委員の皆様、大変お世話になりました。ご参加された皆様のご
協力のおかげで無事に開催できましたことを御礼申し上げます。
最後に、ホストクラブの鹿沼ロータリークラブの皆様、お疲れ様でした。
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　絵本再生プロジェクトに、佐野東ロータリークラブの皆様からご賛同いただき、100冊以上の絵本や図鑑を集め
ていただきました。
　この度、佐野市役所こども福祉部こども課に寄贈させていただき、佐野市内５か所の児童館に配布されました。
　下記URLから詳細をご確認いただければ幸いです。引き続き積極的に奉仕活動を進め、アクトとして邁進して
参ります。
　https://www.city.sano.lg.jp/soshikiichiran/kodomo/kodomoka/oshirase/23773.html

寄贈図書一覧（国際ロータリー第2550地区　ローターアクト一同　様） R6.2
No. 題名 出版社 区分 配布先
1 ふれあいしぜん図鑑／冬 学研 図鑑 こどもの国
2 危険生物 学研 図鑑 こどもの国
3 Hooray for Fish! CACDLEWICK 絵本 こどもの国
4 14ひきのぴくにっく 童心社 絵本 こどもの国
5 きつねうどんたぬきうどん 大日本図書 絵本 こどもの国
6 世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ 汐文社 絵本 こどもの国
7 ねむの木のこどもたちとまり子 ねむの木学園 画集 こどもの国
8 アンパンマンとくるま フレーベル館 小型絵本 こどもの国
9 どうぶつ 永岡書店 小型絵本 こどもの国

10 ミッフィーのかぞえていくつ１・２・３ 講談社 小型絵本 こどもの国
11 プラレールトーマス大百科 ポプラ社 小型絵本 こどもの国
12 カメレオンのかくれんぼ フレーベル館 月刊絵本 こどもの国
13 わらしべちょうじゃ フレーベル館 月刊絵本 こどもの国
14 ニニとジジ　あめのひのおさんぽ フレーベル館 月刊絵本 こどもの国
15 ちいさなせかい フレーベル館 月刊絵本 こどもの国
16 こいしくん フレーベル館 月刊絵本 こどもの国
17 まほうのよるのねこざかな フレーベル館 月刊絵本 こどもの国
18 ファンファンうんどうかい フレーベル館 月刊絵本 こどもの国
19 くらべる図鑑クイズブック 小学館 図鑑 南児童館
20 小学館の図鑑　恐竜　ネオポケット 小学館 図鑑 南児童館
21 世界のクワガタ・カブト 成美堂出版 図鑑 南児童館
22 ぐりとぐら 福音館書店 絵本 南児童館
23 ぐりとぐらのえんそく 福音館書店 絵本 南児童館

地区ローターアクトクラブ代表　関谷　　暢（蔵の街とちぎRAC）

05　地区アクト奉仕活動についての報告
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No. 題名 出版社 区分 配布先
24 ぐりとぐらとくるりくら 福音館書店 絵本 南児童館
25 ぐりとぐらとすみれちゃん 福音館書店 絵本 南児童館
26 うわーっ ポプラ社 小型絵本 南児童館
27 ぴょーん ポプラ社 小型絵本 南児童館
28 ぐるぐるライオン 日本マクドナルド 小型絵本 南児童館
29 きもちのかたち 日本マクドナルド 小型絵本 南児童館
30 エレファントバス 日本マクドナルド 小型絵本 南児童館
31 ボンバルボン 日本マクドナルド 月刊絵本 南児童館
32 みどりのふえ フレーベル館 月刊絵本 南児童館
33 めんどりとこむぎつぶ フレーベル館 月刊絵本 南児童館
34 えんどうまめのうえにねたおひめさま フレーベル館 月刊絵本 南児童館
35 かもとりごんべえ フレーベル館 月刊絵本 南児童館
36 ハーメルンのふえふきおとこ フレーベル館 月刊絵本 南児童館
37 大昔の生きもの ポプラ社 図鑑 東児童館
38 学研の図鑑　恐竜 学研 図鑑 東児童館
39 ぐりとぐらのおおそうじ 福音館書店 絵本 東児童館
40 ぐりとぐらのかいすいよく 福音館書店 絵本 東児童館
41 ぐりとぐらのおきゃくさま 福音館書店 絵本 東児童館
42 どこ ？　つきよのばんのさがしもの 講談社 あそび絵本 東児童館
43 カプセルプラレール　トーマスコレクション ポプラ社 小型絵本 東児童館
44 きかんしゃトーマス　キャラクターコレクション ポプラ社 小型絵本 東児童館
45 ほねほねザウルス　たいけつ! きょうふのサーベルタイガー 岩崎書店 児童書 東児童館
46 大坂城のシロ くもん出版 児童書 東児童館
47 おおきなきとであったら 福音館書店 月刊絵本 東児童館
48 もういいかぁい？はるですよ 福音館書店 月刊絵本 東児童館
49 どらせんせい チャイルド本社 月刊絵本 東児童館
50 １２つきのおくりもの フレーベル館 月刊絵本 東児童館
51 だいくとおにろく フレーベル館 月刊絵本 東児童館
52 ねずみのすもう フレーベル館 月刊絵本 東児童館
53 さんまいのおふだ フレーベル館 月刊絵本 東児童館
54 みにくいあひるのこ フレーベル館 月刊絵本 東児童館
55 ぶんぶくちゃがま フレーベル館 月刊絵本 東児童館
56 講談社の動く図鑑　宇宙 講談社 図鑑 西児童館
57 ねぇ知ってる？大図鑑 主婦と生活社 図鑑 西児童館
58 こども百科4.5.6歳のずかん絵本　のりものの本 講談社 図鑑 西児童館
59 ほしにむすばれて 文研出版 絵本 西児童館
60 かみさまとよいこ 大阪府神社庁 絵本 西児童館
61 １０９ひきのどうぶつマラソン ひさかたチャイルド 絵本 西児童館
62 みーつけた！３D SPOT WHAT! 永岡書店 あそび絵本 西児童館
63 よみきかせCD付冬のえほん集 小学館 絵本 西児童館
64 じゃあじゃあびりびり 偕成社 小型絵本 西児童館
65 しらゆきひめ 永岡書店 小型絵本 西児童館
66 美女と野獣 うさぎ出版 小型絵本 西児童館
67 にんじゃ　たこまる・いかまる チャイルド本社 月刊絵本 西児童館
68 タイムカプセル フレーベル館 月刊絵本 西児童館
69 ママ、あのね… フレーベル館 月刊絵本 西児童館
70 コケッコーさんとロボワン フレーベル館 月刊絵本 西児童館
71 へびのくび フレーベル館 月刊絵本 西児童館
72 ゆきだるまのはこびかた フレーベル館 月刊絵本 西児童館
73 きんのがちょう フレーベル館 月刊絵本 西児童館
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74 はじめてのよみきかせえほん ベネッセ 小型絵本 西児童館
75 絶滅した奇妙な動物 ブックマン社 図鑑 田沼児童館
76 仮面ライダー図鑑 (株)ポプラ社 図鑑 田沼児童館
77 あなたがとってもかわいい 金の星社 絵本 田沼児童館
78 シイタケの絵本 農山漁村文化協会 絵本 田沼児童館
79 おしりたんてい ポプラ社 絵本 田沼児童館
80 おおきなおおきな木 金の星社 絵本 田沼児童館
81 はじめてのおつかい 福音館書店 絵本 田沼児童館
82 いたずらめいろ サンリオ あそび絵本 田沼児童館
83 ABC基本編 創英社 教本 田沼児童館
84 ABC会話編 創英社 教本 田沼児童館
85 トーマスキャラクターミニ図鑑 ポプラ社 小型絵本 田沼児童館
86 カプセルプラレール　トーマス➁ ポプラ社 小型絵本 田沼児童館
87 プラレール　トーマス ポプラ社 小型絵本 田沼児童館
88 カプセルプラレールトーマスコレクション ポプラ社 小型絵本 田沼児童館
89 ちょうおもしろい フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館
90 はだかのおうさま フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館
91 リミちゃん　もぐらのまちへ フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館
92 せんせい、どこいくの？ フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館
93 えまちゃんばあちゃん フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館
94 おれは　サメ フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館
95 ミミとトトのにじいろハンカチ フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館
96 オッホンはかせとうみのうた フレーベル館 月刊絵本 田沼児童館

No. 題名 出版社 区分 配布先
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友好地区締結覚書　締結日時・場所
2023－24年度国際ロータリー第3470地区第40回地区大会

THE 40TH DISTRICT CONFERENCE OF ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 3470

2024年４月13日　大臺南會展中心　ICC TAINAN　にて開催

覚書締結の経緯
RID3470とRID2550とは長きにわたり友好を深めてきた歴史がございます。

青少年奉仕プログラムにおいては、青少年交換プログラムでの交流をご縁に、2011年からは、両地区が提唱す

るインターアクトクラブが交流する機会をいただきました。

現在では両地区のインターアクターが相互訪問する交流事業へと発展しております。

また、ロータリークラブ間においても、D3470の虎尾扶輪社、斗六扶輪社、北港扶輪社が、当地区の鹿沼RC、

真岡RC、鹿沼東RC、今市RCと姉妹クラブを締結し、様々な交流活動を通じて友情を深めてまいりました。

今般、D3470DG Riding様の来日に伴い当地区DG三井様と話し合いがもたれ、お二人のロータリー理念に基づ

いた強いリーダーシップにより、両地区の友情がさらに深まるよう、友好地区締結へ向けて覚書を取り交わす

こととなりました。

そして上記日時場所で、甘惠娟RI会長代理　RIPR Joanne Kam証人のもと、署名式が行われました。

国際ロータリー第2550地区  2023-2024年度 ガバナーノミニー　二十二　修（宇都宮北RC）

06　台湾第3470地区との友好地区覚書締結の報告
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07　財団・米山功労者

◇ ◇ ◇ ロータリー財団　認証者　2023.11 ～ 2024.4 ◇ ◇ ◇

ポール・ハリス・フェロー

ご厚意に対し、深く感謝申し上げます

Paul Harris Fellow

氏　名 クラブ
村上　良寛 足利わたらせ
小柳　　洋 今市
市川　　智 鹿沼東
浅野　知則 鹿沼
藤田　真澄 鹿沼
野部　武典 葛生
大橋　　博 葛生
秋山　君江 真岡西
阿久津　亮 真岡
廣澤　雅信 真岡
小金　幹典 真岡
篠原　　英 真岡
安田　政昭 真岡
阿久津清孝 大田原
橋本　忠明 大田原
飯嶋　武夫 小山
池亀　善紀 田沼
奈良原　守 田沼

氏　名 クラブ
藤平　泰典 栃木南
鉢村　悦男 氏家
栗田　好浩 氏家
比企　ルツ 宇都宮90
仲田　大介 宇都宮90
篠﨑　容子 宇都宮90
小林　弘治 宇都宮東
関　　元明 宇都宮東
山本　敬三 宇都宮南
安生　昌史 宇都宮陽北
熊本　泰久 宇都宮陽北
須賀　正人 宇都宮陽北
山口　友邦 宇都宮陽北
神山　良平 宇都宮陽南
旭野　好紀 宇都宮
菊池　芳幸 宇都宮
菅谷　隆臣 宇都宮

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
Multiple Paul Harris Fellow

氏　名 クラブ 回数
大塚　俊介 足利東 ２回
赤坂　圭一 足利東 ５回
栗原　順一 足利わたらせ ３回
湯浅　有二 今市きぬ ３回
熊谷　安夫 今市きぬ ４回
鈴木　郁男 今市きぬ ４回
亀山　弘晃 鹿沼東 １回
横川　　恵 鹿沼東 １回
安田　　博 鹿沼東 ３回
木村　剛考 鹿沼東 ４回
西村　松男 鹿沼東 ４回
香川　道雄 鹿沼 １回
若林　　実 鹿沼 １回
岩本　泰史 鹿沼 ２回
黒本　敏夫 鹿沼 ５回
市田　　登 鹿沼 ８回

氏　名 クラブ 回数
保科純一郎 葛生 １回
小曽戸健治 葛生 ３回
吉澤慎太郎 葛生 ８回
黒川　正邦 壬生 ４回
柳　　浩雄 真岡 ２回
寺崎　貴志 西那須野 ２回
福本　光夫 西那須野 ６回
佐藤　正一 西那須野 ６回
益子　　浩 西那須野 ８回
吉成　仁見 大田原 ５回
遠藤　幸一 小山東 １回
柳田　易孝 小山東 １回
岩崎　晴一 小山 ３回
安藤　儀一 佐野東 ２回
梅澤　健二 佐野 ４回
後藤　俊一 佐野 ６回
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ご厚意に対し、深く感謝申し上げます

ご厚意に対し、深く感謝申し上げます

べネファクター
Benefactor

氏　名 クラブ
和貝　益男 今市きぬ
池亀　善紀 田沼
神山美惠子 栃木南
高岩　秋夫 栃木南
佐々木　隆 宇都宮南
鈴木　秀明 宇都宮南

氏　名 クラブ 回数
河邊　勝実 佐野 ８回
高橋　洋行 下野上三川 １回
大栗　　薫 下野上三川 ３回
松本　常治 田沼 １回
押山　勇人 田沼 １回
新井　孝夫 田沼 ２回
金子　重雄 田沼 ３回
埋橋　英夫 栃木南 １回
片柳　　均 栃木南 ２回
川井　明良 栃木南 ２回
小藤　良一 栃木南 ２回
新井　英雄 栃木南 ３回
岩下　栄一 栃木西 １回
早乙女雅彦 栃木西 ４回
押山　利男 栃木西 ７回
阿部　幸央 栃木 １回
菅井　忠明 栃木 １回
若色　トシ 栃木 １回
須藤　隆志 栃木 ２回
寺内　治雄 栃木 ２回
渡邊　嘉一 栃木 ２回
鈴木　恒充 氏家 １回
手塚　慎一 氏家 １回
増田　智義 宇都宮90 １回
床井　忠夫 宇都宮90 １回
山本　　努 宇都宮90 １回

氏　名 クラブ 回数
設楽　厚夫 宇都宮90 ２回
金田　　剛 宇都宮東 １回
鈴木　　明 宇都宮東 １回
手塚　正智 宇都宮東 １回
相馬　克美 宇都宮東 ２回
福田　治雄 宇都宮東 ４回
入江　　武 宇都宮東 ４回
石川　元信 宇都宮東 ４回
五月女大介 宇都宮東 ４回
辻　　裕司 宇都宮東 ４回
猪俣　裕一 宇都宮北 ２回
小沼　正則 宇都宮北 ２回
田村　吉幸 宇都宮北 ２回
二十二　修 宇都宮北 ５回
村上　芳弘 宇都宮南 ４回
田中　正夫 宇都宮南 ４回
若月　章男 宇都宮南 ５回
村井　邦彦 宇都宮西 ２回
鈴木　隆之 宇都宮西 ３回
床井　健一 宇都宮西 ５回
古矢　幸伸 宇都宮陽北 １回
稲野　秀孝 宇都宮 １回
熊本　勇治 宇都宮 １回
長谷川　正 宇都宮 ２回
阿部　欣文 宇都宮 ４回
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氏　名 クラブ 回数
増渕好次郎 宇都宮 ２回
加藤　幸夫 宇都宮 ２回
床井　健一 宇都宮西 ３回
公文　初江 下野上三川 １４回
篠崎　宏司 下野上三川 １回
大林　恒男 下野上三川 １回
沼生　　隆 下野上三川 ２回
石川　雅也 小山東 １回
橋本　卓雄 小山東 １回
前田　芳夫 小山東 ４回
北川　和寿 足利わたらせ １回
林　　貴義 足利わたらせ ２回
倉林　　敬 足利わたらせ ３回
源田　晃澄 足利わたらせ ６回
小林　芳久 足利わたらせ ６回
中谷　研一 足利東 １５回
齋藤　敏男 足利東 ３回
地齋　和雄 足利東 ４回
山崎　　勇 足利東 ９回
山越　智行 田沼 １回
納富慎太郎 田沼 １回
江田　　豊 田沼 １回
入澤　俊夫 田沼 １回
青木　政幸 田沼 １回
田村　　徹 田沼 ３回
高澤　茂夫 田沼 ３回
山﨑　悦夫 田沼 ３回
川嶋　幸雄 栃木 １２回
広瀬　義明 栃木 １回
永谷　義篤 栃木 ２回
嶋田　完治 栃木 ４回
山口　武夫 栃木 ５回
坂寄　修一 宇都宮西 ８回
辻　　裕司 宇都宮東 ８回
川又　俊治 宇都宮南 １回
仁平　尚輝 宇都宮南 １回
大島スミ子 宇都宮南 ２回
黒崎　丈博 宇都宮南 ２回
嶋田　辰雄 宇都宮南 ２回
藤島　　拓 宇都宮南 ３回
中野　智之 宇都宮南 ４回
村田　宏明 宇都宮南 ５回
若林　博純 宇都宮南 ６回
平澤　照隆 宇都宮南 ７回
鈴木　秀明 宇都宮南 ８回

氏　名 クラブ 回数
福島　一哉 宇都宮北 １回
白井　将資 宇都宮北 １回
小沼　正則 宇都宮北 ２回
猪俣　裕一 宇都宮北 ２回
小林　　徹 宇都宮北 ４回
高橋　文吉 宇都宮北 ４回
林　　香君 宇都宮陽南 １回
神山　良平 宇都宮陽南 １回
坂寄　栄克 宇都宮陽南 １回
青島由加利 宇都宮陽南 ２回
山口　友邦 宇都宮陽北 １回
橋本　　泉 宇都宮陽北 ３回
西山　　穰 宇都宮陽北 ４回
熊倉　　学 宇都宮陽北 ５回
佐藤　　節 宇都宮陽北 ５回
野部　武典 葛生 １回
中田　英昭 葛生 ４回
保科純一郎 葛生 ２回
片柳　克敏 葛生 ４回
馬場　俊一 葛生 ７回
蓼沼　正道 佐野 ２回
大川　由昭 佐野 ３回
篠崎裕二郎 佐野 ４回
池澤　達夫 鹿沼中央 ２回
篠原　　浩 鹿沼東 １回
鈴木　　勤 鹿沼東 ２回
美野輪弘之 鹿沼東 ５回
吉光寺俊夫 小山 ６回
鈴木　隆作 小山 ７回
尾崎　弘明 小山南 ３回
高橋久美子 小山南 ３回
瀬野　公男 小山南 ７回
関谷　直人 西那須野 １２回
柳場美枝子 西那須野 １回
君島　基子 西那須野 １回
益子　　修 西那須野 １回
梅村　悟志 西那須野 １回
高橋　正晃 西那須野 ２回
太田　　仁 西那須野 ２回
小中　一成 西那須野 ２回
星野　　仁 西那須野 ５回
鈴木　明裕 西那須野 ６回
佐藤　正一 西那須野 ６回
栗原　敏之 足利東 ４回
松崎　武代 栃木西 １回

◇ ◇ ◇ 米山功労者　2023.11 ～ 2024.3 ◇ ◇ ◇
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氏　名 クラブ 回数
平野　和正 栃木西 １回
針谷　哲也 栃木西 １回
小池　雅弘 栃木西 １回
板倉　　聡 栃木西 １回
膝附　武男 栃木西 ２回
若菜　秀夫 栃木西 ５回
鈴木　典克 栃木南 ２回
橋本　徳雄 栃木南 ３回
長谷川　孝 栃木南 ４回
池上しげみ 日光 １回
若林　梅夫 日光 １回
岩本　悦子 日光 ２回
岸野　　稔 日光 ２回
金澤　正英 宇都宮東 ２回
藤村　三夫 真岡 １回
森田　　淳 真岡 １回

氏　名 クラブ 回数
横松　和美 真岡 １回
田辺　幸夫 真岡 １回
廣川　正人 真岡西 ９回
長壁　孝広 足利 １回
小林　誠一 足利 １回
橋本　忠明 大田原 １回
篠﨑　容子 宇都宮90 １回
仲田　大介 宇都宮90 １回
菊地　洋之 宇都宮90 ２回
床井　忠夫 宇都宮90 ２回
塩井　賢一 宇都宮90 ４回
郷　　昭裕 宇都宮さつき １回
岡川　光佑 宇都宮西 ２６回
田中　純一 今市 １回
五月女久和 今市 ３回
田辺　博之 佐野東 １回

◇ ◇ ◇ 米山功労クラブ ◇ ◇ ◇

クラブ 回　数
小山東 １６回
栃木 ３６回

宇都宮西 ５０回
宇都宮南 ３９回
宇都宮北 ３５回

宇都宮陽北 １６回
葛生 ３３回

西那須野 ４５回
栃木南 ２０回
真岡 ４６回

宇都宮さつき ３回
今市 ２６回
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金
かな

井
い

　博
ひろ

史
し

葛生RC
2024年4月1日入会

群馬銀行(株)
葛生支店
支店長

皆さま方のご指導を賜り、多くを学びたいと思いま
す。よろしくお願いします。

湯
ゆ

澤
ざわ

真
まさ

人
と

鹿沼東RC
2024年1月10日入会

中
なか

村
むら

　正
まさ

勝
かつ

足利東RC
2024年4月9日入会

(株)イングス
代表取締役社長

(株)中村建設
代表取締役

１月より鹿沼東ＲＣに入会しました。よろしくお願
いいたします。

浅学非才の若輩者ではございますが、宜しくお願い
申し上げます。

08　新入・物故会員
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弔
　
辞

　
故 

唐
澤
山
神
社
宮
司 

佐
野
正
行
様
の
御
霊
の
前
に
、
哀
悼
の
言
葉
を
捧
げ
ま
す
。

　
正
行
様
と
の
出
会
い
は
貴
方
様
が
佐
野
家
の
ご
長
男
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
に
始
ま
り
、
唐
澤
山
神
社
宮
司
様

に
な
ら
れ
て
か
ら
、
よ
り
深
く
な
り
、
長
き
に
わ
た
り
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
日
の
神
社
繁
栄
は
、
正
行
様
そ
し
て
、
由
紀
子
祢
宜
様
の
ご
尽
力
と
思
い
ま
す
。

　
正
行
様
の
ご
功
績
は
、
誰
も
が
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
特
に
唐
澤
山
を
中
心
と
し
た
、
地
域
へ
の
貢
献
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
・
・
・
・

　
栃
木
県
立
の
唐
澤
青
年
の
家
誘
致
に
よ
る
青
少
年
教
育
か
ら
、
唐
沢
子
供
会
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を

は
じ
め
、
小
さ
な
親
切
運
動
や
公
益
財
団
法
人
佐
野
市
民
文
化
振
興
事
業
団
の
文
化
活
動
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
青
少
年
教
育
に
は
大
き
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
ガ
バ
ナ
ー
を
な
さ
れ
、
国
際
的
な
活
躍
に
お
い
て
栃
木
県
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
栃
木
県
警
察
官
友
の
会
会
長
と
し
て
も
佐
野
市
を
は
じ
め
、
栃
木
県
全
域
の
安
心
安
全
に
ご
奉
仕
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
社
会
福
祉
法
人
と
ち
の
み
会
の
理
事
長
と
し
て
は
、
地
域
福
祉
の
重
要
性
を
自
ら
示
さ
れ
、
私
た
ち
に
福
祉

の
大
切
さ
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
正
行
様
は
、
こ
の
佐
野
の
地
を
愛
し
、
佐
野
の
地
の
子
ど
も
た
ち
を
愛
し
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
こ
の
唐
澤
山
を

愛
す
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
唐
澤
山
城
跡
が
国
の
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
さ
あ
！
こ
れ
か
ら
が
唐
澤
山
、
そ
し
て
唐
澤
山
神
社
の
未
来
を
発
信
す
る
時
だ
！
』
と
叫
び
た
い
と
き
に
、
私
た
ち

の
目
の
前
か
ら
先
立
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
口
惜
し
さ
と
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で
な
り
ま
せ
ん
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・

有
限
漂
う
中
、
安
ら
か
な
る
旅
た
ち
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
六
年
四
月
八
日

　
　
　
　
　
佐
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

　
　
　
　
　
唐
澤
山
神
社
責
任
役
員

　
　
　
　
　
第
一
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
田
　
嘉
　
内

2024年3月31日逝去(享年81歳)
所属　佐野ロータリークラブ

1968年7月1日　入会
1984年～85年　幹事
1989年～90年　会長
1993年～94年　第8分区ガバナー代理
2003年～04年　第2550地区ガバナー

追　悼 佐
さ

野
の

　正
まさ

行
ゆき

財団
2003年～24年　メジャーレべル1
2023年～24年　マルチプルボールハリスフェロー8回目
1999～2000年　べネファクター
遺贈友の会

米山　米山功労者①
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　昭和56年１月、父の後を継ぎ、ロータリークラブへ入会。佐野さんの第一声が「よかったよ、私より若いのが入ってく
れて」。13年近く佐野さんはクラブで一番若いメンバーとして過ごされていたのです。私も31歳で入会、５年は一番若い
会員でした。
　私の父と佐野さんとが親子のように仲が良かった関係で、私も佐野さんを兄位の感覚で接しておりました。ガバナーや
ることになったから、クラブの会長をやるようにという厳命、当時のロータリーは言われたら「ハイ」という慣習、2003
～2004年、佐野さんは第2550地区ガバナーを、私はクラブ会長を勤めさせていただきました。
　手元に１本のネクタイが大事に保管してございます。そう、佐野さんがガバナー時に国際協議会で購入した、ＲＩ役員
用のネクタイ、「Lend a Hand」（手を貸そう）のマークが刺繍されているもので、会長にと土産でいただきました。
　佐野さんがガバナーの時、「和」の話を、また「心の鏡を磨きましょう」と、公式訪問時などに話しておられましたが、
正直私にはわかりませんでした。
　この文章を書くにあたり、佐野さんがガバナー時のガバナー月信を再度読み直し、何とか「和」の意味は理解できまし
たが「心の鏡を磨きましょう」はいまだに理解できていないという昨今ですが、残念なことにお聞きする間がありません
でした。
　時間厳守、５分前には準備しておく、言われたらハイといいなさい、ロータリーは定年がないよ、会員は品格を持つよ
うに、と、書き表せないくらいに多くのことを教えていただきました。
　2023－24年のガバナーを受けたときに、体調が悪いのにもかかわらず、佐野クラブの臨時会員総会に出席してくださ
り、私のガバナーへの佐野クラブでの一致した決議に参加していただき、そのうえ、ガバナー就任前から陰に陽にアドバ
イスをいただき、まだ２か月を残しておりますが、なんとかガバナー職を全うできそうであることを報告して筆をおきま
す。
　私のロータリー生活43年、最初から今まで多くのご指導、ありがとうございました。

合　掌　
国際ロータリー第2550地区　
　2023－24年度ガバナー　三井　福次郎（佐野RC）

　佐野正行PDGの悲報はあまりにも唐突でした。佐野RCにとってひと言では言い表せない大きな人でした。そしてかけ
がえのない大きな人を失いました。
　今まで私たちに、様々な助言と助力を惜しまず、援助の手を差し伸べてくださいました。そしていつも、もの静かに語
り掛けてくださる言葉は、何か人を惹きつける暖かなものでした。そしてその教えはロータリーに永遠に刻まれていくで
しょう。ロータリーを愛してやまないその教えを、次世代のメンバーの心に明るく強く伝えていく責任を感じています。
　どうぞ安らかにお眠りください。ありがとうございました。

RI第2550地区
2023～2024年度 地区幹事　鈴木　幸男（佐野RC）

　この度佐野さんが永眠なされました。心から哀悼の意を尽くしたいと思います。私は昔、佐野に戻ってからずっと公私
ともに佐野さんにお世話になっておりましたので、佐野さんの人となりを皆さんにお伝えしたく思います。
　私が佐野さんと初めてお会いしたのは、ロータリークラブの入会の促進の為に、我が家にわざわざおいで下さった時で
す。私が他の企業での修行を終え、佐野に戻ってきたときに、まずやるべき事は、佐野ロータリークラブに入会する事で
した。その頃のロータリークラブの入会条件は厳しいもので、私の会社は佐野で一番古い電気工事会社だったので、是非
一業種一社の中に認めて頂き、入会を承認される事でした。内部の審査が終わって、入会をお勧めしてくだったのが佐野
さん、そして私の推薦者である小川さん（小川産業（株）社長）でした。本当にありがたかったのを覚えています。
　私の祖父が生存中ロータリーにお世話になっていましたので、厳かな入会式の後で会員の皆様から、君が熊吉（私の祖
父の名前）さんの孫かということで、暖かくお迎え頂いたこと今でも覚えています。本当にロータリークラブは　素晴ら
しい会だと感じました。
　佐野ロータリークラブで、入会時22歳で最年少だったのが佐野さん。そして私が、28歳でしたから二番目になります。
　ここで佐野さんの人物をお話しさせていただきます。
　佐野さんは、私のような若者にも礼儀を尽くしてくださいました。必ず「三好さんはどう思う。」といった調子で、普
通なら君付けで呼ぶのに、必ずさん付けで呼んでくださいました。私からも、佐野宮司と呼ばずに佐野さんとなぜか呼ば
せて頂いていました。
　決して偉ぶらない、猫をこよなく愛し、時にはマイクロバスまで運転もするみんなから大変愛される人物でした。
　佐野さんは佐野ロータリーの活動では、1989年～1990年クラブ会長　2003年～2004年　第2550地区ガバナーと大役
を見事に務められました。
　その他、青少年育成のためのボーイスカウト支援活動、文化振興活動（佐野市文化振興事業団理事長）、警察支援活動
（栃木県警察官友の会会長）、福祉活動への貢献（社会福祉法人とちのみ会理事長）といろいろな分野で力を尽くされま
した。
　常に人につくし、家庭を愛し、周りの為に最善を尽くす佐野さんでありました。

RI第2550地区
2023～2024年度 地区大会実行委員長　三好　　仁（佐野RC）

　本年度、会長就任するにあたり、昨年の初夏に佐野様のご自宅を茂木無任所、筒井幹事と共に訪問させていただきまし
た。その時、リラックスした雰囲気で我々を迎えてくださり「自分が思ったことをやり遂げればいいんだ」と優しく語り
かけてくれました。その言葉にほっとしたのと同時に大きな勇気を戴きました。そしてその時の後輩を思いやる優しい笑
顔は今も忘れることができません。これからも佐野ロータリークラブの未来を末永く見守ってください。誠にありがとう
ございました。

2023～2024年度　会長　関口　勝（佐野RC）
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7 月 母子の健康月間 1月 職業奉仕月間

8月 会員増強 ・新クラブ結成推進月間 2月 平和構築と紛争予防月間

9月
基本的教育と識字率向上月間 /
ロータリーの友月間

3月 水と衛生月間

10 月
地域社会の経済発展月間 /　　　　　　　　　　　
米山月間

4月 環境月間

11 月 ロータリー財団月間 5月 青少年奉仕月間

12 月 疾病予防と治療月間 6月 ロータリー親睦活動月間

【ロータリー
　　特別月間】

【地区内
　　主要行事】

09　主要行事予定
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※宇都宮90結ロータリー衛星クラブ終結　2023年10月６日

10　国際ロータリー第2550地区３月会員数報告


